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西村証券 企業調査情報                2026/04/16 

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

ファーマフーズ（コード 2929） 
◆各決算期の中間期業績推移(連結) 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

22.7 28,821 2,032 53.9 10.0 ▲282 ▲2,029 421 7,899 

23.7 35,143 ▲883 ▲31.6 10.0 1,204 ▲61 2,985 12,976 

24.7 31,652 1,535 26.7 10.0 2,835 ▲602 ▲1,542 17,001 

25.7 29,857 623 8.1 12.5 19 ▲464 ▲4,110 11,006 

26.7 32,441 ▲2,361 ▲63.1 12.5 ▲2,782 ▲538 1,854 7,586 

◆通期業績推移(連結) （26.7予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

22.7 60,185 1,080 ▲12.9 20.0 ▲6,065 ▲2,539 7,679 8,845 

23.7 68,572 3,610 106.7 22.0 6,125 ▲1,013 2,341 16,306 

24.7 62,147 5,113 112.7 25.0 5,486 ▲1,390 ▲4,842 15,566 

25.7 65,260 2,367 12.8 25.0 ▲1,092 ▲950 ▲4,467 9,057 

26.7予 67,000 2,000 51.7 25.0 － － － － 

（CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

26/7期は B to Cの拡大・新製品育成のための広告宣伝強化により増収減益へ 

26 年 7 月期の中間期は、B to C 事業の医薬

品・医薬部外品が好調に推移し、売上高が前年

同期に比べて 9％増となった。B to B 事業の

CMO（医薬品製造受託）が減収となったもの

の、利益性の高い自社製品の製造稼働率を高め

たことで売上総利益は 8％増と高水準を維持。

一方、上半期を積極投資期と位置づけており、

全体の広告宣伝費が前年同期比 23％増となっ

たことなどから、営業損益は赤字となった。 

当期のキャッシュ・フロー（以下、CF）にお

いて、現金及び現金同等物の期末残高は 76 億

円（前年同期末比 31％減）に減少した。営業活

動 CF は税金等調整前中間純損失 26 億円（前

年同期は 6 億円の黒字）などから 28 億円の支

出（同 1,900 万円の収入）となった。投資活動

CFは有形固定資産の取得による支出 5億円（前

年同期比 11％増）などから 5 億円の支出（16％

増）に。財務活動 CF は短期借入金の純増額 25

億円（前年同期は 40 億円の純減）、配当金の支

払額 4 億円（14％減）などから 19 億円の収入

（前年同期は 41 億円の支出）に。なお、当期末

の長短借入金残高は 149 億円（前年同期末比

19％増）となっている。 

当中間期は増収、広告宣伝強化などで赤字に 

 

損失計上などにより現金・現金同等物残高は減少 
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西村証券 企業調査速報 

本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

この中間期において、事業別では、B to B が

売上高 36 億円（前年同期比 5％減）、セグメント

利益 5 億円（29％減）、B to C が売上高 287 億

円（11％増）、セグメント損失 16 億円（前年同

期は 10 億円の黒字）、バイオメディカルが売上

高 1 億円（前年同期比 23％減）、セグメント損失

3 億円（前年同期は 2 億円の損失）となった。 

事業別の売上高において、B to B では、機能

性素材が 12 億円（前年同期比 9％減）となった

が、会社側では「下期で持ち直す見通し」と。ま

た、利益性の高い自社通販向け製品の稼働率を

高めたことで、計画的に事業規模の調整を行った

CMO 事業は 13 億円（21％減）に減少した。機

能性製品では、「睡眠ラボ」などの機能性飲料に

加え、ドリンクタイプの新製品「ニューモ D」を

発売。総合スーパーやドラッグストアチェーン

への配荷による販売拡大で 4 億円（55％増）に。

CHC 事業も、流通向け「ニューモ育毛剤」の展

開などにより、6 億円（24％増）に伸長した。 

B to C では、同社売上高全体の 7 割を占める

医薬品・医薬部外品が 230 億円（18％増）に拡

大。「ニューモシリーズ」がけん引役となったほ

か、「ラクトロン錠」「てんらい清流錠」「てんら

い黄望皇」などの新製品が寄与した。なお、新製

品育成のための先行投資として、同事業の広告

宣伝費が 214 億円（19％増）に増えたことなど

により、セグメント営業損益は赤字となった。 

26 年 7 月期の通期は、売上高が 670 億円（前

年比 3％増）、営業利益 20 億円（16％減）の見

通し。会社側の期初予想（売上高 680 億円、営

業利益 15 億円）に対し、売上高は減額となる

が、資本効率重視による採算性向上が見込まれ、

営業利益は増額修正されている。 

事業別売上高では B to Cが拡大 

今期は減益見通しも資本効率重視で営業利益予想を増額 
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